
給与勧告の仕組みと
本年の勧告のポイント
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給与勧告の対象職員

青森県には、平成３１年４月１日現在、一般職の職員（再任用、臨時、非常勤職員を除く）は１８，３６１人いますが、このうち人事委員会
の給与勧告の対象となるのは、公営企業（病院局等）職員及び現業職員を除いた１６，９１３人となります。

公営企業職員
1,203人

現業職員
245人

総計
18,361人

（平成31年4月1日現在）

勧告対象職員数 16,913人

（任命権者別内訳）
知事 3,507人
警察本部長 2,621人
教育委員会 10,711人

その他 74人

事務部局 394人
県立学校 3,209人
小・中学校 7,108人
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給与勧告の手順
人事委員会では、公民給与の比較の基礎とするため、県職員と民間の給与を調査しています。その結果に基づいて公民の４月分の給
与（月例給）を精密に比較して得られた較差を考慮し、地方公務員法第２４条第２項に規定する給与決定の諸条件を総合的に勘案し勧告
を行っています。
また、特別給についても、民間の特別給（ボーナス）の過去１年間の支給実績を精確に把握し、その結果得られた年間支給割合を重視
しつつ、地方公務員法第２４条第２項に規定する給与決定の諸条件を総合的に勘案し勧告を行っています。

県職員給与の調査
（再任用職員等を除く全職員16,913人を対象）

民間給与の調査
（企業規模50人以上かつ事業所規模50人以上）

【県内151事業所】（母集団392事業所）

個人別調査
＜４月分給与＞

従業員別調査
＜４月分給与＞

事業所別調査

給与改定や
諸手当の支
給の状況

ボーナス
（前年８月から当年７月まで）

民間の特別給の
年間支給割合との比較

民間と県職員（行政職）の給与を比較
役職段階、学歴、年齢を同じくする者同士の給与を比較

（ラスパイレス方式）

情勢適応の原則
（地方公務員法第14条）

均衡の原則
（地方公務員法第24条第2項）

人 事 委 員 会 勧 告

知事県議会 条例改正案提出

・国家公務員の給与
・他の都道府県職員の給与
・生計費
・その他の事情

（勧告の取扱い決定）（給与条例の改正）
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民間給与との比較方法（ラスパイレス比較）
月例給の民間給与との比較（ラスパイレス比較）においては、個々の県職員に民間の給与額を支給したとすれば、これに要する支給総
額（Ａ）が、現に支払っている支給総額（Ｂ）に比べてどの程度の差があるかを算出しています。
具体的には、以下のとおり、役職段階、学歴、年齢階層別の県職員の平均給与と、これと条件を同じくする民間の平均給与のそれぞれ
に県職員数を乗じた総額を算出し、両者の水準を比較しています。

行政職給料表

１級（係員）

２級（係員）

３級（主査）

４級（主幹）

５級（総括主幹）

６級（副参事）

７級（課長）

８級（次長）

９・10級（部長）

大卒

短大卒

高卒

中卒

22・23歳

20・21歳

18・19歳

15・16歳

民間給与
×県職員数

民間給与
×県職員数

民間給与
×県職員数

民間給与
×県職員数

県職員給与
×県職員数

県職員給与
×県職員数

県職員給与
×県職員数

県職員給与
×県職員数

各役職段階ごとに、
「1級」と同様、学歴別、
年齢階層別に民間給
与及び職員給与を算定

民間給与総額
÷県職員総数
＝350,805円（a）

県職員給与総額
÷県職員総数
＝350,321円（b）

本年の公民較差 ４８４円 （０．１４％） （算定方法） （a）－（b）

（役職段階） （学歴） （年齢階層）

〔民間給与総額（Ａ）〕 〔県職員給与総額（Ｂ）〕
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本年の勧告のポイント

１ 給料表

大卒程度に係る初任給を1,500円、高卒程度に係る初任給を2,000円引上げ。これを踏まえ、30歳台半ばまでの職員が在
職する号給について引上げの改定。

２ 期末手当・勤勉手当

年間平均支給月数を4.25月から4.30月に引上げ。引上げ分は勤勉手当に配分。

３ 実施時期

１は平成３１年４月１日、２は令和元年12月１日
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最近の給与勧告の実施状況（行政職給料表関係）

月例給 特別給（ボーナス）
行政職給料表適用者の
平均年間給与（カット前※）

平均改定率 年間支給月数 対前年比増減 増減額 増減率

平成13年 0.04％ 4.70月 △0.05月 △1.8万円 △0.3％

平成14年 △1.92％ 4.65月 △0.05月 △15.2万円 △2.2％

平成15年 △1.04％ 4.40月 △0.25月 △17.2万円 △2.6％

平成16年 △0.60％ 4.40月 － － －

平成17年 △0.35％ 4.45月 0.05月 △0.2万円 △0.0％

平成18年 － 4.45月 － － －

平成19年 0.13％ 4.40月 △0.05月 △1.2万円 △0.2％

平成20年 － 4.40月 － － －

平成21年 △0.51％ 4.10月 △0.30月 △13.8万円 △2.1％

平成22年 △0.10％ 3.95月 △0.15月 △6.5万円 △1.1％

平成23年 △0.29％ 3.95月 － △1.8万円 △0.3％

平成24年 － 3.85月 △0.10月 △3.8万円 △0.6％

平成25年 － 3.85月 － － －

平成26年 0.24％ 3.95月 0.10月 5.1万円 0.9％

平成27年 0.21％ 4.00月 0.05月 3.0万円 0.5％

平成28年 0.15％ 4.05月 0.05月 2.6万円 0.5％

平成29年 0.14％ 4.20月 0.15月 6.1万円 1.1％

平成30年 0.17％ 4.25月 0.05月 2.7万円 0.5％

令和元年 0.13％ 4.30月 0.05月 2.5万円 0.4％

月例給、特別給ともに６年連続の引上げとなり、平均年間給与も６年連続で増加しました。

※ 「カット前」とは、職員の給与の特例に関する条例による給料月額の減額を行う前のベースの給与であることを示す。
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